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【目的】
本研究は中国における農業生産の被害率が高い状況の下に､農業災害補償制度が立ち遅れていることを背景
に､中国の農業災害保険の現状を分析する上で､その発展プロセスに存在する課題の一つのモラルハザード
を研究対象として､中国においてモラルハザードの実態を明らかにし､モラルハザードに対する保険会社の
防止策又はその効果を解明することを目的としている｡
【材料と方法】
先行研究から､中国における農業災害保険の歴史と現状を分析する上で､その発展プロセスに存在する課題
を整理する｡その中に､モラル-ザードという問題は現在全国各地の農業災害保険の試行制度によって解決
されていないため､モラルハザードの理論研究と中国農業災害保険の中にモラルハザードの実態を整理した
上で　中国の保険会社を訪問し､実地調査を行う｡
筆者は2011年9月中旬から月末まで､北京市の安寧農業保険会社と安徽省の国元農業保険会社を訪問し､ヒ
アリング調査を実施した｡二つの保険会社の農業災害保険業務の経営状況に関する資料を収集した上で､安
華農業保険会社の社長又は国元農業保険会社の発展研究部の部長と話し合い､ヒアリング調査を行った｡ヒ
アリング内容に基づき分析し､モラル-ザードに対する保険会社の防止策を明らかにし､問題点を考察する｡
【結果と考察】
モラル-ザードに関する保険会社-のヒアリング調査を行った上で､以下の結論がある｡
モラルハザードに対する保険会社の防止策は､以下の六点である｡第一に､農業災害保険はコスト保険と設
定した点である｡第二に､半強制加入を実施している点である｡第三に､農家は農業災害保険を加入してか
ら､その加入期間に保険対象の作物や家畜-の管理が要求される点である｡第四に､保険会社によって保険
対象の確認方法が規定される点である｡第五に､協保員制度が設定される点である｡第六に､天候指数保険
を利用することでモラルハザードを有効に防止している点である｡
モラルハザードの程度の測定は困難であるため､以上の防止方法を通じ､モラルハザードが可能な限り防止
できることが明らかにした｡調査により得られた結果により､今後中国において農業災害保険を発展させる
ため､加えてモラル-ザードを防止するために必要な課題を整理する｡第一に､奨励メカニズムを設立すべ
きである｡第二に､モラルハザードに関する教育を強化すべきである｡第三に､銀行の貸付との結びつきが
成り立っことが考えられる｡
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